
JP 2020-8224 A 2020.1.16

10

(57)【要約】
【課題】ファンモータの異常を検知する。
【解決手段】室外空気を室内へ供給する給気ファン（11
）と、室内空気を室外へ排出する排気ファン（31）とを
備える換気装置（10）において、給気ファン（11）を駆
動する交流モータである給気ファンモータ（12）と、排
気ファン（31）を駆動する交流モータである排気ファン
モータ（32）と、給気ファンモータ（12）及び上記排気
ファンモータ（32）を測定する電流センサ（21）と、電
流値に基づいて、電流値を計測したファンモータ（12,3
2）の異常を検知する換気制御部（60）とを設ける。
【選択図】図４
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　室外空気を室内へ供給する給気ファン（11）と、室内空気を室外へ排出する排気ファン
（31）とを備える換気装置であって、
　上記給気ファン（11）を駆動する交流モータである給気ファンモータ（12）と、
　上記排気ファン（31）を駆動する交流モータである排気ファンモータ（32）と、
　上記給気ファンモータ（12）及び上記排気ファンモータ（32）のうち少なくとも一方の
電流値を計測する電流センサ（21）と、
　上記電流値に基づいて、電流値を計測したファンモータ（12,32）の異常を検知する異
常検知部（60）とを備えることを特徴とする換気装置。
【請求項２】
　請求項１において、    
　上記電流センサ（21）を１つだけ備え、
　上記電流センサ（21）は、上記給気ファンモータ（12）の電流値の計測と、上記排気フ
ァンモータ（32）の電流値の計測とを選択的に行うことを特徴とする換気装置。
【請求項３】
　請求項２において、
　上記給気ファン（11）を運転させ且つ上記排気ファン（31）の運転を停止させた状態で
上記電流センサ（21）に上記給気ファンモータ（12）の電流値を計測させる動作と、
　上記排気ファン（31）を運転させ且つ上記給気ファン（11）の運転を停止させた状態で
上記電流センサ（21）に上記排気ファンモータ（32）の電流値を計測させる動作とを含む
チェック運転を行うことを特徴とする換気装置。
【請求項４】
　請求項３において、
　上記給気ファン（11）及び上記排気ファン（31）のうち少なくとも一方の運転時間が所
定時間を超えると上記チェック運転を行うことを特徴とする換気装置。
【請求項５】
　請求項１乃至４の何れか１つにおいて、
　上記異常検知部（60）が同一の上記ファンモータ（12,32）の異常を複数回検知すると
、上記ファンモータ（12,32）の異常を報知することを特徴とする換気装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本開示は、換気装置に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　従来より、特許文献１には、室外空気を室内へ供給する給気ファンを駆動するファンモ
ータと、室内空気を室外へ排出する排気ファンを駆動するファンモータとを備える換気装
置が開示されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２０１１－０７５１４３号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　特許文献１には、ファンモータを設けることしか開示されていない。したがって、これ
までは、換気装置においてファンモータの異常をどのように検知するのか検討されていな
かった。
【０００５】
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　本開示の目的は、ファンモータの異常を検知することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本開示の第１の態様は、室外空気を室内へ供給する給気ファン（11）と、室内空気を室
外へ排出する排気ファン（31）とを備える換気装置であって、上記給気ファン（11）を駆
動する交流モータである給気ファンモータ（12）と、上記排気ファン（31）を駆動する交
流モータである排気ファンモータ（32）と、上記給気ファンモータ（12）及び上記排気フ
ァンモータ（32）のうち少なくとも一方の電流値を計測する電流センサ（21）と、上記電
流値に基づいて、電流値を計測したファンモータ（12,32）の異常を検知する異常検知部
（60）とを備えることを特徴とする。
【０００７】
　交流モータである給気ファンモータ（12）及び排気ファンモータ（32）のうち少なくと
も一方に異常が生じた状態において、異常が生じたファンモータを流れる電流値は、正常
であるときとは異なる。そこで、第１の態様では、異常検知部（60）が、ファンモータ（
12,32）を流れる電流値に基づいて、給気ファンモータ（12）及び排気ファンモータ（32
）のうち少なくとも一方の異常を検知する。このため、換気装置（10）において交流モー
タであるファンモータ（12,32）の異常を検知できる。
【０００８】
　本開示の第２の態様は、第１の態様において、上記電流センサ（21）を１つだけ備え、
上記電流センサ（21）は、上記給気ファンモータ（12）の電流値の計測と、上記排気ファ
ンモータ（32）の電流値の計測とを選択的に行うことを特徴とする。
【０００９】
　第２の態様では、１つの電流センサ（21）で給気ファンモータ（12）と排気ファンモー
タ（32）両方の異常を検知できる。
【００１０】
　本開示の第３の態様は、第２の態様において、上記給気ファン（11）を運転させ且つ上
記排気ファン（31）の運転を停止させた状態で上記電流センサ（21）に上記給気ファンモ
ータ（12）の電流値を計測させる動作と、上記排気ファン（31）を運転させ且つ上記給気
ファン（11）の運転を停止させた状態で上記電流センサ（21）に上記排気ファンモータ（
32）の電流値を計測させる動作とを含むチェック運転を行うことを特徴とする。
【００１１】
　第３の態様では、それぞれのファンモータ（12,32）の電流値を正確に計測できる。
【００１２】
　本開示の第４の態様は、第３の態様において、上記給気ファン（11）及び上記排気ファ
ン（31）のうち少なくとも一方の運転時間が所定時間を超えると上記チェック運転を行う
ことを特徴とする。
【００１３】
　第４の態様では、所定時間毎にチェック運転を行い、ファンモータ（12,32）の異常を
検知できる。
【００１４】
　本開示の第５の態様は、第１～第４のいずれか１つの態様において、上記異常検知部（
60）が同一の上記ファンモータ（12,32）の異常を複数回検知すると、上記ファンモータ
（12,32）の異常を報知することを特徴とする。
【００１５】
　第５の態様では、ファンモータ（12,32）の異常が一度誤検知された場合に、異常を報
知することを抑制できる。
【図面の簡単な説明】
【００１６】
【図１】図１は、空気調和機の構成例を示す配管系統図である。
【図２】図２は、換気装置の構成例を示す概略図である。
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【図３】図３は、全熱交換器の構成例を示す斜視図である。
【図４】図４は、換気装置の一部を示す配線図である。
【図５】図５は、チェック運転の制御動作を示すフローチャートである。
【発明を実施するための形態】
【００１７】
　《実施形態》
　　－空気調和装置の構成－
　実施形態について説明する。図１は、実施形態による空気調和機（1）の構成例を示し
ている。この空気調和機（1）は、室内の空気調和と室内の換気とを行うものであり、所
謂、ビル用マルチ式の空気調和機を構成している。具体的には、空気調和機（1）は、室
外に設置された室外機（2）と、室内に設置された複数の室内機（3）及び換気装置（10）
と、操作者によって操作されるコントローラ（4）とを備えている。空気調和機（1）では
、室外機（2）に二つの冷媒管（ガス側連絡管（5a）及び液側連絡管（5b））が接続され
、その二つの冷媒管（5a,5b）に複数の室内機（3）が並列に接続されている。これにより
、冷媒を循環させて蒸気圧縮式の冷凍サイクルを行う冷媒回路（5）が構成されている。
【００１８】
　　　〈室外機〉
　室外機（2）には、圧縮機（2a）と室外熱交換器（2b）と室外膨張弁（2c）と四方切換
弁（2d）と室外ファン（2e）と室外制御部（2f）とが設けられている。四方切換弁（2d）
は、圧縮機（2a）の吐出側に接続された第１ポートと、圧縮機（2a）の吸入側に接続され
た第２ポートと、室外熱交換器（2b）のガス側に接続された第３ポートと、ガス側連絡管
（5a）に接続された第４ポートとを有している。また、四方切換弁（2d）は、第１ポート
と第４ポートとを連通させて第２ポートと第３ポートとを連通させる第１状態（図１の実
線で示した状態）と、第１ポートと第３ポートとを連通させて第２ポートと第４ポートと
を連通させる第２状態（図１の破線で示した状態）とに切換可能に構成されている。室外
熱交換器（2b）の液側は、室外膨張弁（2c）を介して液側連絡管（5b）に接続されている
。室外制御部（2f）は、コントローラ（4）との間で通信可能に構成され、圧縮機（2a）
と四方切換弁（2d）と室外ファン（2e）とを制御する。
【００１９】
　　　〈室内機〉
　各室内機（3）には、室内熱交換器（3a）と室内膨張弁（3b）と室内ファン（3c）と室
内制御部（3d）とが設けられている。室内熱交換器（3a）は、その液側が室内膨張弁（3b
）を介して液側連絡管（5b）に接続され、そのガス側がガス側連絡管（5a）に接続されて
いる。室内制御部（3d）は、コントローラ（4）との間で通信可能に構成され、室内膨張
弁（3b）と室内ファン（3c）とを制御する。
【００２０】
　　　〈換気装置〉
　換気装置（10）には、給気ファン（11）と排気ファン（31）と全熱交換器（14）と換気
制御部（60）とが設けられている。換気制御部（60）は、コントローラ（4）との間で通
信可能に構成され、給気ファン（11）と排気ファン（31）とを制御する。なお、換気装置
（10）の構成については、後で詳しく説明する。
【００２１】
　　　〈コントローラ〉
　コントローラ（4）は、室外制御部（2f）と室内制御部（3d）と換気制御部（60）との
間で通信可能に構成されている。コントローラ（4）は、表示部（図示せず）を備えてい
る。コントローラ（4）は、操作者による操作（例えば、運転モードの選択や設定温度の
入力など）に応答して室内の空気調和及び室内の換気のための制御信号を送受信する。
【００２２】
　　－空気調和機の運転動作－
　上記のように、空気調和機（1）では、圧縮機（2a）と室外熱交換器（2b）と室外膨張
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弁（2c）と四方切換弁（2d）と室内熱交換器（3a）と室内膨張弁（3b）とが接続されて冷
媒回路（5）が構成されている。そして、空気調和機（1）では、暖房運転と冷房運転とが
行われる。なお、この例では、全室内機（3）が同一の空気調和運転（暖房運転又は冷房
運転）を行う。すなわち、空気調和機（1）は、全室内機（3）が暖房運転又は冷房運転を
行う冷暖切換機を構成している。
【００２３】
　　　〈暖房運転〉
　暖房運転では、四方切換弁（2d）が第１状態に設定され、液冷媒を所定の圧力まで減圧
するように室外膨張弁（2c）の開度が調節され、各室内機（3）において室内膨張弁（3b
）の開度が所定の開度に調節され、圧縮機（2a）と室外ファン（2e）と室内ファン（3c）
とが駆動する。これにより、冷媒回路（5）では、各室内機（3）において室内熱交換器（
3a）が凝縮器となり室外熱交換器（2b）が蒸発器となる冷凍サイクルが行われる。このよ
うにして室内の暖房が行われる。
【００２４】
　　　〈冷房運転〉
　冷房運転では、四方切換弁（2d）が第２状態に設定され、室外膨張弁（2c）の開度が全
開に設定され、各室内機（3）において室内膨張弁（3b）の開度が所定の開度に調節され
、圧縮機（2a）と室外ファン（2e）と室内ファン（3c）とが駆動する。これにより、冷媒
回路（5）では、室外熱交換器（2b）が凝縮器となり各室内機（3）において室内熱交換器
（3a）が蒸発器となる冷凍サイクルが行われる。このようにして室内の冷房が行われる。
【００２５】
　　－換気装置の構成－
　図２～図４に示すように、換気装置（10）は、給気通路（41）及び排気通路（42）が形
成されたケーシング（50）と、給気ファン（11）と、排気ファン（31）と、全熱交換器（
14）と、プリント基板（20）と、電流センサ（21）とを備えている。
【００２６】
　　　〈ケーシング〉
　ケーシング（50）は、直方体型の箱状に形成され、給気ファン（11）と排気ファン（31
）と全熱交換器（14）とが収容されている。また、ケーシング（50）には、外気吸込口（
51）と給気口（52）と内気吸込口（53）と排気口（54）とが形成されている。外気吸込口
（51）と排気口（54）は、ケーシング（50）の室外側に形成され、給気口（52）と内気吸
込口（53）は、ケーシング（50）の室内側に形成されている。
【００２７】
　給気通路（41）は、室外空気（OA）を室内へ供給するための空気通路であり、室外側の
外気吸込口（51）において室外に開口し、室内側の給気口（52）において室内に開口して
いる。このように、給気通路（41）は、外気吸込口（51）と給気口（52）とを連通してい
る。給気通路（41）を通過した室外空気（OA）は、供給空気（SA）として室内に供給され
る。
【００２８】
　排気通路（42）は、室内空気（RA）を室外へ排出するための空気通路であり、室内側の
内気吸込口（53）において室内に開口し、室外側の排気口（54）において室外に開口して
いる。このように、排気通路（42）は、内気吸込口（53）と排気口（54）とを連通してい
る。排気通路（42）を通過した室内空気（RA）は、排出空気（EA）として室外に排出され
る。
【００２９】
　また、ケーシング（50）では、給気通路（41）と排気通路（42）は、全熱交換器（14）
で交差するように形成されている。 
【００３０】
　　　〈給気ファン，排気ファン〉
　給気ファン（11）は、給気通路（41）において室外から室内へ空気を搬送する。この例
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では、給気ファン（11）は、給気通路（41）において全熱交換器（14）よりも室内側（す
なわち、全熱交換器（14）の下流側）に設けられている。
【００３１】
　給気ファン（11）は、給気ファン（11）を駆動する給気ファンモータ（12）を備えてい
る。給気ファンモータ（12）は、交流モータである。図４に示すように、給気ファンモー
タ（12）の６本の配線（15a～15f）のうち、第１配線（15a）及び第２配線（15b）は、コ
ンデンサ（13）に接続されている。第３～第６配線（15c～15f）は、プリント基板（20）
に接続されている。第６配線（15f）は、電流センサ（21）を経由する。
【００３２】
　排気ファン（31）は、排気通路（42）において室内から室外へ空気を搬送する。この例
では、排気ファン（31）は、排気通路（42）において全熱交換器（14）よりも室外側（す
なわち、全熱交換器（14）の下流側）に設けられている。
【００３３】
　排気ファン（31）は、排気ファン（31）を駆動する排気ファンモータ（32）を備えてい
る。排気ファンモータ（32）は、交流モータである。図４に示すように、排気ファンモー
タ（32）の６本の配線（35a～35f）のうち、第１配線（35a）及び第２配線（35b）は、コ
ンデンサ（33）に接続されている。第３～第６配線（35c～35f）は、プリント基板（20）
に接続されている。第６配線（35f）は、電流センサ（21）を経由する。
【００３４】
　　　〈全熱交換器〉
　全熱交換器（14）は、給気通路（41）を流れる空気と排気通路（42）を流れる空気とを
全熱交換させる。すなわち、全熱交換器（14）では、給気通路（41）の空気と排気通路（
42）の空気との間で全熱（顕熱及び潜熱）が交換される。
【００３５】
　例えば、図３に示すように、全熱交換器（14）は、四角柱状に形成されている。全熱交
換器（14）では、隣り合う側面の一方に給気通路（41）の空気を流すための給気用流路（
14a）が形成され、隣り合う側面の他方に排気通路（42）の空気を流すための排気用流路
（14b）が形成されるように、平板部材と波状部材とが交互に積層されている。なお、平
板部材及び波状部材は、透湿性を有した材料（例えば、紙）で構成されており、給気用流
路（14a）内の空気と排気用流路（14b）内の空気との間で水分の移動が可能となっている
。これにより、全熱交換器（14）では、顕熱の交換に加え、潜熱の交換が可能になる。
【００３６】
　そして、全熱交換器（14）は、給気用流路（14a）が開口する側面が給気通路（41）に
臨み、排気用流路（14b）が開口する側面が排気通路（42）に臨むように配置されている
。すなわち、全熱交換器（14）は、給気用流路（14a）の伸長方向と排気用流路（14b）の
伸長方向とが互いに直交する直交流型の熱交換器を構成している。
【００３７】
　　　〈プリント基板〉
　プリント基板（20）は、換気制御部（60）を備えている。換気制御部（60）は、給気フ
ァン（11）及び換気ファンを制御して換気装置（10）による換気運転を制御する。換気制
御部（60）は、例えば、ＣＰＵやメモリ等によって構成されている。換気制御部（60）は
、異常検知部を構成する。換気制御部（60）は、後述するチェック運転時に、電流センサ
（21）で計測した電流値に基づいて、電流値を計測したファンモータ（12,32）の異常を
検知する。プリント基板（20）には、給気ファンモータ（12）、排気ファンモータ（32）
、電流センサ（21）及び電源（図示せず）が接続されている。換気制御部（60）は、タイ
マーを備えている。
【００３８】
　　　〈電流センサ〉
　電流センサ（21）は、換気装置（10）に１つだけ配置されている。電流センサ（21）は
、例えばＣＴセンサにより構成される。電流センサ（21）には、給気ファンモータ（12）
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の第６配線（15f）及び排気ファンモータ（32）の第６配線（35f）が接続部（21a）にお
いて接続される。電流センサ（21）は、給気ファンモータ（12）及び排気ファンモータ（
32）の電流値を計測する。電流センサ（21）は、給気ファンモータ（12）の電流値の計測
と、排気ファンモータ（32）の電流値の計測とを選択的に行う。電流センサ（21）による
給気ファンモータ（12）及び排気ファンモータ（32）の計測については後述する。
【００３９】
　接続部（21a）において、給気ファンモータ（12）の第６配線（15f）と排気ファンモー
タ（32）の第６配線（35f）とは、互いに対向するように延びて交差している。このため
、給気ファンモータ（12）及び排気ファンモータ（32）が運転しているとき、接続部（21
a）において、給気ファンモータ（12）の第６配線（15f）から発生する磁界と排気ファン
モータ（32）の第６配線（35f）から発生する磁界とが互いに打ち消し合う。
【００４０】
　　－換気装置の運転動作－
　換気制御部（60）は、換気装置（10）の運転動作を、通常運転とチェック運転とに切り
換える。
【００４１】
　　　〈通常運転〉
　通常運転では、給気ファン（11）及び排気ファン（31）の両方を連続的に駆動させる。
換気制御部（60）は、チェック運転から通常運転に切り換えられるとタイマーをスタート
させる。タイマーは、通常運転が行われる時間を計測する。
【００４２】
　　　〈チェック運転〉
　換気制御部（60）は、タイマーで計測された通常運転の運転時間が所定時間（例えば５
０時間）を超えると、通常運転からチェック運転に切り換える。すなわち、給気ファン（
11）及び排気ファン（31）の運転時間の積算値が所定時間を超えるとチェック運転を行う
。図５は、チェック運転の制御動作を示すフローチャートである。
【００４３】
　チェック運転がスタートすると、換気制御部（60）は、給気ファン（11）のチェックを
行う（ステップ（ST1））。具体的に、換気制御部（60）は、給気ファン（11）を運転さ
せ且つ排気ファン（31）の運転を停止させた状態で電流センサ（21）に給気ファンモータ
（12）の電流値を計測させる。ステップ（ST2）において、電流センサ（21）の計測値が
所定値（例えば０．２Ａ）以上であるとき、給気ファン（11）は正常と判定して給気ファ
ン異常カウンタの値をリセットする（ステップ（ST3））。一方、電流センサ（21）の計
測値が０．２Ａ未満であるとき、給気ファン（11）は異常と判定して給気ファン異常カウ
ンタの値を１増やす（ステップ（ST4））。
【００４４】
　次に、換気制御部（60）は、排気ファン（31）のチェックを行う（ステップ（ST5））
。具体的に、換気制御部（60）は、排気ファン（31）を運転させ且つ給気ファン（11）の
運転を停止させた状態で電流センサ（21）に排気ファンモータ（32）の電流値を計測させ
る。ステップ（ST6）において、電流センサ（21）の計測値が所定値（例えば０．２Ａ）
以上であるとき、排気ファン（31）は正常と判定して排気ファン異常カウンタの値をリセ
ットする（ステップ（ST7））。一方、電流センサ（21）の計測値が０．２Ａ未満である
とき、排気ファン（31）は異常と判定して排気ファン異常カウンタの値を１増やす（ステ
ップ（ST8））。
【００４５】
　次に、給気ファン（11）及び排気ファン（31）の異常を判定する（ステップ（ST9））
。具体的に、給気ファン異常カウンタ及び排気ファン異常カウンタの値を確認する。ステ
ップ（ST10）において、給気ファン異常カウンタ又は排気ファン異常カウンタの値が３で
あるとき、換気制御部（60）は、異常カウンタが３であるファンモータ（12,32）の異常
を報知する（ステップ（ST11））。具体的に、換気制御部（60）は、対象のファンモータ
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（12,32）が異常である旨をコントローラ（4）の表示部に表示することで、操作者に対し
てファンモータ（12,32）の異常を報知する。そして、換気制御部（60）は、タイマーを
リセットしてチェック運転を終了させる。一方、ステップ（ST10）において、給気ファン
異常カウンタ又は排気ファン異常カウンタの値が３でないとき、換気制御部（60）は、タ
イマーをリセットしてチェック運転を終了させる。
【００４６】
　そして、チェック運転から通常運転に切り換えて、タイマーをスタートさせる。
【００４７】
　以上のように、換気制御部（60）は、３回のチェック運転において同一のファンモータ
（12,32）の異常を連続で検知すると、当該ファンモータ（12,32）の異常を報知する。
【００４８】
　　－実施形態の効果－
　本実施形態の換気装置（10）は、室外空気を室内へ供給する給気ファン（11）と、室内
空気を室外へ排出する排気ファン（31）とを備える換気装置（10）であって、給気ファン
（11）を駆動する交流モータである給気ファンモータ（12）と、排気ファン（31）を駆動
する交流モータである排気ファンモータ（32）と、給気ファンモータ（12）及び排気ファ
ンモータ（32）の電流値を計測する電流センサ（21）と、電流値に基づいて、電流値を計
測したファンモータ（12,32）の異常を検知する換気制御部（60）とを備える。
【００４９】
　交流モータである給気ファンモータ（12）及び排気ファンモータ（32）に異常が生じた
状態において、異常が生じたファンモータを流れる電流値は、正常であるときとは異なる
。そこで、本実施形態では、換気制御部（60）が、ファンモータ（12,32）を流れる電流
値に基づいて、給気ファンモータ（12）及び排気ファンモータ（32）の異常を検知する。
このため、換気装置（10）において交流モータであるファンモータ（12,32）の異常を検
知できる。したがって、ファンモータ（12,32）の異常を報知することで、ファンモータ
（12,32）のメンテナンスを喚起できる。
【００５０】
　また、本実施形態の換気装置（10）において、電流センサ（21）を１つだけ備え、電流
センサ（21）は、給気ファンモータ（12）の電流値の計測と、排気ファンモータ（32）の
電流値の計測とを選択的に行う。
【００５１】
　本実施形態では、１つの電流センサ（21）で給気ファンモータ（12）と排気ファンモー
タ（32）両方の異常を検知できる。このため、電流センサ（21）の数を抑えることができ
、製造コストを抑制できる。
【００５２】
　また、本実施形態の換気装置（10）において、給気ファン（11）を運転させ且つ排気フ
ァン（31）の運転を停止させた状態で電流センサ（21）に給気ファンモータ（12）の電流
値を計測させる動作と、排気ファン（31）を運転させ且つ給気ファン（11）の運転を停止
させた状態で電流センサ（21）に排気ファンモータ（32）の電流値を計測させる動作とを
含むチェック運転を行う。
【００５３】
　本実施形態では、それぞれのファンモータ（12,32）の電流値を正確に計測できる。こ
のため、ファンモータ（12,32）の異常を誤って検知することを抑制できる。
【００５４】
　また、本実施形態の換気装置（10）において、給気ファン（11）及び排気ファン（31）
の運転時間が所定時間を超えるとチェック運転を行う。
【００５５】
　本実施形態では、所定時間毎にチェック運転を行い、ファンモータ（12,32）の異常を
検知できる。このため、ファンモータ（12,32）の異常が長い間検知されないことを抑制
できる。
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【００５６】
　また、本実施形態の換気装置（10）において、換気制御部（60）が同一のファンモータ
（12,32）の異常を複数回検知すると、ファンモータ（12,32）の異常を報知する。
【００５７】
　本実施形態では、ファンモータ（12,32）の異常が一度誤検知された場合に、異常を報
知することを抑制できる。このため、ファンモータ（12,32）の異常を正確に報知できる
。
【００５８】
　《その他の実施形態》
　上記実施形態については、以下のような構成としてもよい。
【００５９】
　上記実施形態では、電流センサ（21）は、給気ファンモータ（12）及び排気ファンモー
タ（32）の両方の電流を検知していたが、これに限定されない。電流センサ（21）は、給
気ファンモータ（12）及び排気ファンモータ（32）のうち少なくとも一方のみの電流を検
知してもよい。また、電流センサ（21）は、複数配置してもよい。
【００６０】
　以上、実施形態及び変形例を説明したが、特許請求の範囲の趣旨及び範囲から逸脱する
ことなく、形態や詳細の多様な変更が可能なことが理解されるであろう。また、以上の実
施形態及び変形例は、本開示の対象の機能を損なわない限り、適宜組み合わせたり、置換
したりしてもよい。
【産業上の利用可能性】
【００６１】
　以上説明したように、本開示は、換気装置について有用である。
【符号の説明】
【００６２】
　10　換気装置
　11　給気ファン
　12　給気ファンモータ
　21　電流センサ
　31　排気ファン
　32　排気ファンモータ
　60　換気制御部（異常検知部）
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